
　運動器エコーに関する優れた書籍は，これまでも数多く刊行されてきました。そのよう
な中で今回本特集を企画したのは，今改めて，運動器エコーを用いた診療の意義と可能性
を見つめ直し，「未来に残すに値する」内容を形にしたいと強く思ったからです。
　現在私は米国に留学していますが，異なる医療環境に身を置いたことで，むしろ日本の
整形外科診療の良さや強みを，以前にも増して強く感じるようになりました。米国では，
整形外科医は主として手術に集中し，エコーを用いたブロック注射やインターベンション
などの保存的治療は，主に PM&R の医師が担っています。一方，日本の整形外科医は，
患者さんの痛みに耳を傾け，その原因を一緒に考え，運動器エコーを用いて診断や必要に
応じたインターベンションを行い，その反応を確かめながら治療方針を組み立てていきま
す。そして，その延長線上で手術適応を判断し，必要であれば手術まで一貫して担うこと
ができます。私はこの“患者さんの痛みを包括的に診ていく力”こそが，日本の整形外科医
の大きな強みだと考えています。手術だけをしていては見えてこない痛みの本質や，保存
治療の中でこそ得られる多くの気づきがあるはずです。専門化が進むこれからの時代だか
らこそ，患者さんと向き合いながら痛みの原因を探り，エコーを用いて診断と治療をつな
ぐこの診療スタイルは，これからも大切に受け継いでいくべき，「未来に残すに値する診
療」だと思います。
　本特集では，初学者の先生方にとっては運動器エコー診療の全体像をつかむ入口とな
り，すでに日常診療で活用されている先生方にとっても，新たな学びや整理につながる内
容を目指しました。そのため，第 1 章では運動器エコー診療の未来を見据えた総論を，第
2 章では全身の筋骨格系の痛みに対するエコー下インターベンションを，第 3 章では手術
のためのブロック注射を取り上げ，できる限り幅広く，実践的な内容となるよう構成しま
した。執筆は，各分野の第一線で活躍されている先生方に加え，先進整形外科エコー研究
会で意欲的に活動されている若手の先生方にもお願いしました。これからの整形外科診療
をより良いものにしていこうという思いを共有する先生方と，このような特集を形にでき
たことを大変嬉しく思っています。
　本特集が，日々の診療の中で患者さんの痛みに向き合う先生方にとって，少しでも実践
の助けとなり，新たな一歩につながるものになれば幸いです。そして，運動器エコーを用
いた診療がさらに発展し，患者さんの痛みをより深く理解し，より痛みを良くする治療へ
と結びつけていく力になることを心から願っています。
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